
三保松原

駿府と今川氏「能『羽衣』と三保松原」
三代・今川泰範公が招いた観阿弥は至徳元年（１３８４）５月４日、駿府浅間神社に
能楽を奉納後、１９日に駿河で死去。義元公の時代にも観世大夫が駿府に滞在す
るなど、今川氏の能楽への想いは深く、その想いは義元公から家康公へ受け継が
れました。能「羽衣」は毎年１０月、羽衣の松前にて薪能で上演。

※今川義元公生誕五百年祭にむけて今川氏ゆかりの地や文化を表紙で紹介します。

撮影：水野茂
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能「羽衣」宝生流能楽師 佐野登
（静岡市出身）


